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大学でのキャリア教育は卒業時の就業に影響を与えるのか
―制度的位置づけと就職先の企業規模の観点から―

○吉田尚子（追手門学院大学） 原田 章（追手門学院大学）
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問題と目的

大学において学生の就業状況は，その社会的

評価の観点から重要な指標である。このことか

ら，各大学は，キャリア教育を充実させるため

に，カリキュラムにキャリア形成科目を導入し

ている。しかし，キャリア教育の効果を学生の

就業状況から検討している研究は少ない。例え

ば，小杉 は，キャリア科目が雇用の定着

に効果をあげていないと指摘している。

そこで，本研究では，キャリア教育のカリキ

ュラム改定前後で学生の就業状況が変化した

かどうかについて検討することとした。

方 法

関西の中堅私立文系大学である 大学では，

年度にキャリア教育の内容を全学的に統

一し， 年次に全員履修することにした。合わ

せて，就職支援方針も変更し，量 就職率 から

質 企業規模の向上 に転換した。そこで，

年度入学生の就業状況と 年度および

年度入学生の就業状況を就職先の企業規模で

比較した。 年度の履修方法で学部を 群に

分け， 年度から全員履修であった学部を

群， 年度と 年度は選択履修であった

学部を 群とした。

就職先の分類は，正規雇用の学生については，

小杉 を参考に，従業員規模で「巨大企業

(5000 人以上)」「大企業(300～4999 人)」「中小企

業(299 人以下)」のいずれかとし，非正規雇用や

就職しなかった学生は「非正規・非就職」とし

た。

以上の手順で，各年度各群における就職先分

類の度数を調べ，対応分析を用いて分析した。

結 果

分析対象者は， 年度入学 年度卒

業 から 年度入学 年度卒業 までの

留年者を除いた卒業生合計 名であっ

た。

は，対応分析の結果を図示したも

のである。各次元の寄与率は，次元 が

％，次元 が ％であった。

考 察

Figure 1 をみると，両群とも年度を経るごと

に，より従業員数の多い企業への就職が増えて

いる。これは，経済状況が上向きになったこと

による就職状況の好転もあるが，大学の支援方

針の転換に依るところが大きいと思われる。ま

た， 群は， 群と比較すると， 年度から

年度の就職状況の改善の幅が大きいこと

がわかる。これは，全員履修にしたカリキュラ

ム改定の効果を示唆しているのではないかと

思われる。しかし， 年度の両群でまだ差が

あることについては，今後の検討課題である。

このようなことから，大学生の就業には，大

学の方針や初年次におけるキャリア教育が影

響を与えていることが示唆された。ただし，明

確な因果関係が見いだされたわけではない。今

後， の観点からより分析を進めることで，科

目の有効性を明らかにしていく必要があるだ

ろう
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Figure 1 対応分析の結果
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非第 志望の学生が大学受験をとらえ直す可能性についての検討
―第 志望の学生との比較より―

堀井順平（広島大学）
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問題と目的

「現時点で，自分の大学受験をどのようにとら

えているか」を表す，大学受験のとらえ方が否定

的であればキャリア選択自己効力感が低いことを

堀井 は報告している。第 志望の大学に

進学できなかった非第 志望の学生は，第 志望

の学生と比較すると，大学受験を否定的にとらえ

やすいことが考えられる。このような学生の大学

受験のとらえ方を肯定的なものに変えることが，

その後のキャリア形成のためにも重要であろう。

そこで本研究では，まず入学してあまり時間の

経っていない 年次では，非第 志望の学生が第

志望の学生よりも，否定的な大学受験のとらえ

方をしていることを確認する 目的 。さらに入

学して時間が経つにつれて，非第 志望の学生が

大学受験をとらえ直す可能性の有無について検討

する 目的 。非第 志望の学生が大学生活の中

で大学受験をとらえ直す可能性があるのであれば，

非第 志望の学生において， 年生が 年生より

大学受験のとらえ方の肯定的な側面の得点が高く，

否定的な側面の得点が低いと予測される。

方 法

堀井（ ）が 年 月から 年 月に

実施した質問紙調査から得たデータと同一のデー

タを用いた。大学 年生 名（ 年生 名，

年生 名；第 志望の学生 名，非第 志

望の学生 名）を分析対象とした。分析には，大

学受験のとらえ方尺度（堀井， ）を使用した。

結果と考察

学年と第 志望か否かを独立変数，大学受験の

とらえ方の 下位尺度 「連続的なとらえ」「否定

的態度」「受容的態度」「わりきり態度」「否定的認

識」 を従属変数として， 要因分散分析を行っ

たところ， のとおりとなった。

「否定的認識」について交互作用が有意であっ

たため，単純主効果の検定を行ったところ， 年

生において，第 志望か否かの単純主効果が有意

となり（ ，非第 志望の

学生が第 志望の学生より得点が高かった。この

結果より，入学してあまり時間の経っていない

年次では，非第 志望の学生が第 志望の学生よ

りも否定的な大学受験のとらえ方をしていること

が確認された。

また，「否定的認識」については，非第 志望の

学生において，学年の単純主効果が有意となり

（ （ ， 年生が 年生より得

点が高かった。さらに，「受容的態度」について交

互作用が有意傾向であったため，単純主効果の検

定を行ったところ，非第 志望の学生において，

学年の単純主効果が有意となり（ （

， 年生が 年生より得点が高かった。こ

れらの結果より，本研究の予測が支持され，非第

志望の学生においては， 年生より 年生の方が

大学受験を否定的に認識せず，意味ある経験とし

て受容していることが明らかとなった。よって，

入学して時間が経つにつれて，非第 志望の学生

は大学受験をとらえ直す可能性があるといえる。

以上より，非第 志望の学生は，入学してあま

り時間の経っていない 年次では，第 志望の学

生よりも否定的な大学受験のとらえ方をしている

が，入学して時間が経つにつれて，大学受験をと

らえ直す可能性があることが示された。今後，縦

断的な調査手法を用いることによって，非第 志

望の学生が，大学入学後の大学生活の中で大学受

験をとらえ直すプロセスを明らかにすることが重

要であろう。

連続的なとらえ

否定的態度

受容的態度 †

わりきり態度

否定的認識
†

<.10　 <.05　 <.01　

学年の主効果
第1志望か否かの

主効果
学年×第1志望か
否かの交互作用

Table 1　学年と第1志望か否かによる大学受験のとらえ方の平均値および標準偏差と2要因分散分析の結果

1年 2年 1年 2年

第1志望の学生 非第1志望の学生
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